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D.H.Lawrenceと"theinvisible"
ST.MAWRを 中心 に
山 田 晶 子
序
D.H.Lawrenceの作品の主要テーマ は 「再生」 である。WomeninLove
のUrsula,TheLostGirlのAlvina,Aaron'sRo4のAaron,theEscaped
Cockの死 んだ男,TheVirginandtheGipsyのYvette,LadyChatterley's
LoverのConnieとMellors等があげ られ る。 これ らの主 人公達の再生は,
unnaturalな現代 文明,閉 じて腐敗 している世界 か ら脱 出 してintuitive,
spontaneousでopenな場所へ移動す る ことに よ りその可能性 が示唆 され
て い る。Lawrenceは現代 の機械 文 明の不 毛 さを実体 の ない外面 つ ま り
"mask"とい う表現で述べ
,主 人公 が内部の深 くて黒 い 自己に 目覚 める こ
とが必 要であ る と説 いている。"mask"が肉眼 で見 え る物であ る一方で,
真 なる内部の 自己 は目に見えない。 この内なる自己 を追求するテーマ はす
で に第 二作 目 の長 篇小 説 で あ るTheTrespasserに表 われTheEscaped
Cockまで続 いてい る と思 われ る。TheTrespasserのSiegmundは機 械的
習慣 的世間 に負 けて 自殺する。TheRainbowのUrsulaは殻 を脱 ぎ捨 て た
ドングリの実の体 験 か ら真の 自己 の認識 を得 る。Aaron'sRodのAaron
はLillyに導 か れて真 の 自己 であ る"singleness"を体 得す る。Kangaroo






体感 を得 る。TheEscapedCockの死 んだ男 は,言 葉 つ ま り偽 りの精神 世
界か ら脱出 して血 と肉の世界へ入 る。
Lawrenceの後 期 の 中 篇 小 説,1925年出 版 のST.Mawrの 主 題 も
"mask"を破 り真 の 自我 に目覚め てい くLouとい う女性 が主人公であ る。
これ まで この小説 はその構成上芸術的完成があ るか どうか,つ ま りイギ リ
スの場面 とアメ リカの場面の結合 に統一性があるか どうか とい う点で,ま
た結末 のLouの 存 在が現実 的で あるか どうか をめ ぐって研 究者の 間には
論 争 が あ っ た。F.R.Leavisは"ThetotaleffectofST.MAWRis
affirmation-_"1)と述べ てい るが,AlanWildeはニ ュー メキシ コにおけ
るLouの 生 き方 につ いて"Thespeechprovidestheoneabsolutelyfalse
noteinthenovel.AbalanceofsortsisrestoredbyMrsWitt'scomment
onthepriceoftheranch."2)と述 べていて,Louの 存 在の現 実性 に疑問 を
抱いている。
本論で は主 と してF.R.Leavisの側 に立 って論ず るが,私 の独 自の視
点 としてMrsWittとLouの 対立 を設定 したい と思 う。 これ までの様 々
な研究論文 ではSt.Mawr対RicoあるいはRico対Lewisに論点が置 か
れていてMrsWittをLouの 生 き方 を阻む中心的 人物 と して論 じた研究
はない ように思 われ るか らで ある。LouとRicoが小 説の最初か ら登場す
るの と殆 ど同時 にMrsWittは登場 す る。 そ してSt.MawrとLewisと
Ricoが小 説後半 のニュー メキシ コの牧場か ら消 え去 る一方 で,小 説の最
後 まで登場 して い るの はLouとWittで ある。MrsWittの重要性 はこの
ことか らも明 らかで ある。
そ してST.MAWRと い うlabyrinthを解 き開 くKeywordは"eye"
(「目」 とそれ に関係す る語句)で あ り,「肉眼 で見 える世界」 と 「見 えな




Louの夫 のRicoは25歳とい う若 さに もかかわ らず 肉体 の存在感が欠如
した現代 の男性 の代 表 と して登場 している。LouとRicoの結婚生活 は精
神 的 なもの になっていて性生活が な く,そ の ため に二 人は神経 が苛立 って
意志 を張 り合 う緊張 した生活 を してい るが,こ の生活 はunnaturalであ
り否定的 な ものである。Louの母親であるMrsWittの二人の結婚生活へ
の介入は事態 を一層 ひ ど くする。 とい うのは本人達が 意識 してい ない とし
て もMrsWittとRicoは余 りに も同質の存 在 であ って絶対 に相入 れない
か らで ある。立派 な身形 をして白髪 と灰色の重 た気 な恐ろ しい 目が特徴 の
MrsWittは毒舌 に長けてい る し,青 い目で 白いズ ボ ン,白 い帽子 が印象
的 なハ ンサ ムなRicoは"talkinghead"3)と表 現 され て,Louが,彼 は言
葉 に毒 を盛 る ことが うまい と述べている ように4),MrsWittとRicoは時
限爆 弾 の よ うな存在で あ る。二 人 ともLawrenceの作 品で は否 定的 な意
味 を持 つ 「白」 のイメー ジが与 え られ,言 葉が 「毒」 を持 つ もの として批
判 されている。
ところでMrsWittの"Witt"とい う響 きは,「英知 」,「賢明」の意味 の
"Wit"を連想 させるが
,彼 女は頭 は良 くて も人間 と しての真 の 「良 さ」 を
持 ってい ない女性 であ る。LawrenceはLouを通 して 「本物」 とは何 か
「本物 の精神」「本物 の男」 とは何か を常 に問いかけて い るが,本 物 と偽物
は外 観が大変良 く似て いてなか なか区別 をつけ に くい。偽物 は"mask"と
してあ るいは"face"としてあ るいは"mirror"に映 る像 として表面的な も
のにた とえ られているが,MrsWittは"hercuriousstiffface"5)をしてお
り最 後 に は"Shesatlikeapillarofsalt,herfacelookingwhattheIn・
dianscallaFalseFace,meaningamask,"6)と表現 され 彼 女のmaskは







とは っき り述べ られ てい る。彼女 はRicoと同 じく人間に破壊 を及 ぼすタ
イプであ り,Louは 彼女 をアマゾネスの ようである とも思 うので ある。彼
女の破壊 力は,"fiendishpsychologist"IAIとも表現 され てい るよ うに,他
人 を飽 くことな く分析 しては欠点ばか りを見つけ出す点 にあ る。 その言葉
は常 に"ironicar',"sardonic"であ り"bitingremarks"を述べ て関わ る人
間に苦痛 を与 える。彼女 は他 人を分析 する結 果 として神秘的 なもの を見つ
け られず,特 に男性 に対 して幻 滅 を味わ うのである。現代の男性 は,Rico
に代表 される よ うに皆飼 い慣 らされていて 「獣」 の要素が ないか らであ る。
MrsWittの目は 目蓋が 重 く垂れかか ってい るのだが,こ の表現 は,彼 女
に は真 実 を見 る 目が な い こ とを表 わ して い る。つ ま り彼 女 は"visible
world",表面の 世界にのみ住 んでいるので あ り,そ の結果 として最初はエ
ネルギ ッシュで あったのだが,後 半か らニ ューメキシコの場面 では無気力
になって しまうのであ る。
Shestillhadthatshut-up,deathlylookonherface.'"

















LouはRicoとの生活によりだんだん 「死」 を感 じ無気力になってい く
のであるが,こ の状況から彼女を救って くれるのがウェールズ産のウェー


















持 ってい るこ とにお いては似 ているが,Ricoの美 しさは偽 りで ある こと
を見抜 いたLouは 夫 か ら離反 してい く。 またMrsWittも外観が立 派で
あ り 「悪魔性」 と 「恐 ろ しさ」 を持つ点ではSt.Mawrと似 てい ることか
らも本 物 と偽 物 の 区 別 は難 しい。SしMawrはMrsWittと は異 な り,
"straight"な生 き方 を してい るの だが
,そ の こ とは馬 の毛並 が"smooth"
である と繰 り返 し述 べ られて い るこ とか らも分 かる。一 方MrsWittは
"ironical","sardonic","perverse"であ りSt.Mawrとは根 本的 に対立 し
ている。MrsWittとRicoが"invisible"な世界 に近づ け ない一方 でSt.
Mawrの目には"invisiblefire"が溢 れ,こ れがLouを 新生へ と誘 うので
あ る。男性 に対 す る支 配欲 の強いMrsWittは,赤 く黒 い色が特徴 のSt.
Mawrとは正反対 の白い去勢馬 に乗 ってい る点 も注意 に値 するであ ろ う。
ところでSt.Mawrは永遠 の闇か ら神 の よ うにLouを 見つめて いるの
だが,こ の神 はKangarooにおいて出て くる"thedarkGod"20)と同質であ
る と思 われ る。SomersはdarkGodを恐 怖の神,姿 の見 えない神,声 を
聞 くことので きない非人格神 であ ると捉 えてい る。 この神 はSomersを真
の 自己であ るsinglenessを獲得 す るよ うに と励 ます存在 であ り,Women
inLoveでBirkinが述べ ている"demon"21)であ ると思 われる。
この恐 怖の神 はTheTrespasserにおいてすで に萌芽 が ある。Siegmund
とHelenaは,機械的 な日常世界 の中にいる時,あ るいは ワイ ト島 におい
て も古 い意識 に とらわれている時は,顔 が"mask"の比喩 で表現 されてい
る。それ は二 人が真 の自己 を失 ってい る時の状 態であ る。 そ して真 の自己
≡ を得 られるか と思われる瞬間は,Helenaの「未知の偉大な神」 との接触

















が,そ の時太陽は"thedarkGod"の現れとして非 日常の存在とな りSieg-
mundを焼 く。彼から習慣的な古い存在を奪おうとしているのであり,彼
は太陽に焼かれて一瞬目が見えなくなる。目が見えなくなったということ
は彼が非 日常の世界にいて真の自己を得ていることを示 している。 しかし,
ワイト島に神が白い火となって燃え,空 には青い煙のような火が栄光のよ





上 の 引 用 中 の ・th,v,,yself。fth。tanim。li。him・の ・i。・か ら も分 か 昊
る ように,Lawrenceにお ける見 える世界 と見 えな い世界の対立 のテーマ
はTheTrespasserからすで にあ る。見 えない世界 の 支配者で あ る未知 の
神 はWomeninLoveにお いてdemonとsinglenessとdarknessの思想




いて"thedarkGod"の思想へ と発 展 し,更 にST.MAWRに 引 き継が れ
てい る。
さて,あ る研 究者 はSt.Mawrは男性 のセ ックスの シンボルである と言
ってい るが24),St.Mawrは単 にそれ のみでは な く真 の生命力 の シンボル
で あ る。LouにSt,Mawrを 紹 介 したMr.Saintsburyが「この 馬 に は
"rawspot"があ る」25)と述 べ てい るよ うに,St.Mawrはイギ リスにい る
時は雌馬 を求 め なか った。つ まりSt.Mawrも男性 として不完 全な時があ
ったのであ る。st.Mawrの"nakedhead"26)はmaskをつ けていない存在
と しての彼 を示 してい る。TheEscapedCockにおいて も 「死 ん だ男」 は
"lookednakedlyonlife"27)と表 わされてい るように,maskが ない状態 で
人生 を見る こ とに よ り男性の性的 シンボ ルと しての"theblueinvisible"28),
"theinvisibledesire"29),"thevastinvisiblesea"30)を見 て1 ttlelifeから
出 てgreaterlifeを目指 し宇宙 との一 体 化 を体 験 す る。 この 意 味 で,
"naked"とい う言葉 は"spontaneous","straight","intuitive"と同義 であ
る こ とが 分 か る。 つ ま り"theinvisible"のテ ーマ はLawrenceの初期の
作品 か ら後期 の作品 に至 るまで一貫 して存在 しているのである。
St.Mawrはクル ミの よ うに乾いた心のLouに 涙を与 えた。 この場合彼
は女 をnaturalな存在 に戻す真の男性 の シンボルにな っている。
St.MawrとRicoはいつ も不和であ る。 しか しRicoがハ イ ドパ ークの
Row馬場 で初 め てSt.Mawrに乗 った時,馬 が暴れ たの はMrsWittが原
因で あった。 このア クシデン トはTheDevirsChairでの事故 の伏線 にな
っている。美 しい人 間を乗せ た馬 しか し,事 故の後 でLouが 思索 す
るよ うに,美 しい人間 とい うのは外観 が美 しいだけで内面 はevilでcor-
ruptなの で あ る。 馬 か ら落 ちたRicoは び っ こ にな りfairyoungEd-
wardsも顔 を蹴 られて醜 くなる。Louが"Afterall,SしMawrisbetter.
AndI・mgladifhegivesthemakickintheface."3Dと思 うよ う に,St.




心 には"powerlessness"32)がある とLouに は思 われ る。Ricoは怒 る と目
が悪 くな り物が見 え な くなる と彼女 は思 うが,彼 の内部 には常 に怒 りがあ
るので彼 は真実 を見 ることがで きない ことが分か る。
皿.LewisとMrsWitt
ウェールズ人のLewisの名前はLouiseの英語の男性形であ り,彼は再
生へ向か うLouと同様 に肯定的な存在 として登場 している。馬丁の彼は
St.Mawrとはいつも一緒であ り,馬 と一体化 しているように周囲の人々
に思われ,馬 の精が人間として表われていると言える。Lewisは黒い豊か









LewisのSt.Mawrとの同質性 は"unseen"な存在 で あるこ と,wildness,
alonenessを持 ち,silentでdarkでstraightでaristocraticな生 き方 を
してお り本物 の存在 を見抜 く目を備 えてい る こと であ る。MrsWittは









髭には決 して触れ させ ようとは しない。恐ろ しい鋏を持って散髪 をする
MrsWittは「運命の女神の一人」35)と表現 されてお り戦いに挑むような
様子である。散髪を して もらっているLewisは罠にかかった動物のよう





小妖精の ような姿 を連想 させるが,こ れはSt.Mawrの持つdemonの要
素に匹敵する。MrsWittも幼い頃は美 しい金髪 を持 っていたのだが年 を
取るとともに白髪 に変わっていった。幼い頃は人間は動物的な要素を多 く
持 っているものだが,大 人になるとそれをだんだん失ってい くことを示 し
ている。
MrsWittはTheDevil'sChairでの事故の後ではどんどんエネルギー
を失っていく。彼女 に残 された唯一の救いは神秘性 を持つLewisのみと
なり彼女は彼にプロポーズをするのだが,彼 女の内心には彼に対する軽蔑
妻 の気持ちがあ り・それを知っているL・wi・はそのプ゜ポーズを拒絶する・-L ewisの神秘性 はパ ン神 につ ながる ものであ り,LouはSt.Mawrの中 に











,Lawrenceが多 くの作 品の中で批判的 に
述べ ている"mind"とい うものの物事 や人間を分断 し分析 す るや り方 とは
正反対 であ り,intuitiveに真実 を捉 え ることを意味 している と思 われる。
Lewisにはこの力が あるのであるが,そ れはMrsWittの人間や事物 に対
す る態度 とは正反対 なのである。
"warlike"であ り
,"dinamite"や"bomb"にた とえ られ るMrsWittは
戦争 の擬 人化 である。Lewisは戦争 で小指 を失 っているが,髭 を剃 られる
危険か らは必死 で身 を守 った。Lewisに"Mam"と呼ばれるMrsWittは
MagnaMaterの負 の面 を表 してお り,男 を支配す る女性 であ る。彼女 は
知 りたい とい う飽 くこ との ない欲 求 と支配欲 の強 さにお いてWomenin
LoveのHermioneと同質 と言えるだろ う。
】.V.LouとMrsWitt
St.Mawrによ りRicoとの不 毛の生 活か ら脱 出す る道 を見 出 したLou
は,ア メ リ カへ 渡 る。 イギ リス で は 自分 の存在 を 「本 の表 紙 の板 紙 に
Ricoが描 いた絵」37)のように感 じていたLouで あ った。r表紙 の絵」 とい
う表現 か らも分か る ように,そ れ は仮面 と しての 生活であ ったが,「私,
もうこれ以上 〈混 ざ り込む〉 ことはで きないわ。 そ うして私はそ うす るこ
とを拒 否 します。」38)と,母への 手紙 の 中で述べ るLouは,Aaron'sRo4
のAaronと同 じよ うに"singleness"に目覚め よう と してい る。彼女 は誰






Louがst.Mawrに出会 って か ら彼女 の 目は"slightlysquintingeyes
thatweresodisillusionedwerebecomingfaun-like."39)と描 か れ る。
"squinting"は彼 女 が 古 い 生 活 に疑 問 を持 ち始 め た こ とを意 味 す る。
"faun"は上半身が 人間であ り下半身が 山羊で あ りPanと 外観が似てい る。
しか しアメ リカのテ キサスの情 景 は"mirror"に写 され た生 活 に思 われ
実体 がない とLouに は思 われる。そ してつい に彼女 はニ ューメキ シコの
牧場へ辿 り着 く。 ここには松 の木 が非常 に多 い とい う点でLadyChatter-
ley'sLoverのMellorsの小屋 のそばに生えているパ ン神の化身の松の木や,
"PaninAmerica"とい うLawrenceのエ ッセ イ中のパ ン神 の シンボルの
松 の木 を連想 させ,Louの 辿 り付い た牧場 はパ ン神 と結 びつ きを持つ。 こ
こ は異 教 の地 で あ りSt.Mawrの特 徴 で あ るinhumanness,wildness,
horribleな性質 を備 え,太 陽の光 と古代の荒 々 しさが溢れている。 ここに
は 「見 え ない物」 が充満 して いる。ゆ え にSt.MawrやLewisはもはや
この牧場 には存在 してい ないが,そ れ らの特質は この牧場 に存在 し,小 説
のテーマ的統一 はあ り,完 全 とは言 えないがST.MAWRと い う小 説には
構成 上 の統一 は あ る と思 われ る。 この 牧場 でLouは 一 人に なっ て"the
unseengods"40),"theunseenspirits"41),"thehiddenfire"42)1こ自分 を捧
げ る決意 をする。 か く してLouはTheEscapedCockのIsisの巫 女 とな
って再 登場 し,Aaronは 「死 ん だ男」 と して再登場 して二人 は結 ば れる
ことにな るとい うように考 え られるのである。
"singleness"を体得 しよう とす るLouに 対 してMrsWittはどん どん
と無気 力 を募 らせ てい き,そ の顔 は最後 まで 仮面で あ り言葉 はironica1
であ る。 この牧場 が"cheapness"43)つま り表面 的人生か ら私 を救 って くれ
る とい うLouに 対 して,MrsWittは牧場 の値段 を彼女 に尋 ねて 「安 いわ
ね」 と言 う。 この言葉 には安っぽい とい う皮 肉の意味が こめ られていて彼
女の何で も金に換 算す る俗物性 を示 している。二人の最後 の会話 には,現









LouとMrsWittは奇妙 な親子であ った。 しか し,Louが自立 を決意 し
た以 上MrsWittは もはやLouの 生 き方 に干 渉 はで きない。 か く して
Louはsingleになる ことによ り再生へ と向か う可 能性が示唆 されて お り,
MrsWittはそれ をもはや阻 むこ とはない と思われ る。
V.結 び
以上 論 じて きた ように,"thevisible"と"theinvisible"の二 つの 世界
の 葛藤,対 立 は 初期 の作 品 で あ るTheTrespasserにお い てHelenaの
"theunknownGod"の体 験 とい う形 で す で に見 られ,そ の 神 はThe
EscapedCockでの 「死 んだ男」 の甦 りに至 る まで続 い ている。ST.MAWR
は後期 の作 品であるためかな り 「未知の神」 の特 質 は明確 になって表 れ,
St.Mawrに具現化 されてい る。St.Mawrを取 り巻 く人間の うちLouは
LewisとSt.Mawrの世界 に入 ってい くが,母 親 のMrsWittを始 め と し
て,Ricoやイギ リス に残 った人 々は 「見 えない世 界」 を拒否 す る存在 と
なってい る。 イギ リスの場面 とニューメキシコの場 面にはSt.Mawrの特
質である 「見 えない火」が存在 している ことによ りST.MAWRと い う小
説 にはテーマの統一性があ る と考 え られ る。
?
?
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*本 稿は,日 本ロレンス協会第24回大会(1993年5月14日)における発表原稿
に加筆修正 したものである。
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